
兵庫県下の海岸砂浜､崖状地の植生

杉田隆三*　甘中照雄日　田村　統手書

1.はじめに
兵庫県は北と南の二万を海に囲まれ長い海岸線を持っ
ているが日本海側と淡路では山が海に迫っているところ
が多く共に自然の砂浜は少ない｡一方,瀬戸内側は工場
用地としての埋め立てや防潮堤の構築などにより自然海
岸は殆ど無くなっている｡現在残っている砂浜で少し面
積の広いところは海水浴場など海のレジャー地として利
用され人の影響が強く及んでいる｡これにともなって海
岸に生育している砂丘植物などの生育範囲は狭められ,
一部の種は姿を消そうとしている｡

幸い兵庫県植生誌研究会の｢人と自然の博物館｣の委
託調査で1990年に淡路の海岸を, 1991年に但馬海岸を歩
き,独自の調査で1989年に浜坂, 1992年と1994年に瀬戸

内海岸で多数の資料を得たので現状を記録にとどめるた
め群落の区分を試みた｡なお,一部は武田義明氏,岸本
浩氏の資料を使わせていたので両氏に深く感謝する｡

2.調査方法と調査地
調査は植物社会学的調査法により実施した｡すなわち,
各階層の全植被率(%)と高さ(m)を測定し,各階層
ごとに出現する全植物についてBraun-Blanquet(1964)

の方法に従い被度,群度を記録した｡さらに,調査地の
標高,傾斜角度,傾斜方位などの立地条件も記録した｡
各調査地は表の通りである｡

3.調査結果と考察(総合常在度表参照)
得られた資料(171調査区)を基に素表を組み裏操作
を行った結果,海岸砂浜の植生,海岸崖状地の植生は次
のように区分された｡なお,今回は群集などの植物社会
学的な位置付けはしなかった｡

A.コウポウムギ群落
この群落はコウボウムギを識別種とする群落でコウボ

ウムギ, -マ~ヒルガオが優占しこれに-マニガナ,ケカ
モノハシなどが混生している｡高さは0.1-0.6m,植被

率は50-90%,平均種数は4種である｡この群落はその
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調査地 (ﾛ蔚ﾄ踉

神戸市須磨区須磨海水浴場西 3#  ﾓ# R 

加古川市尾上町加古川河口 3c2ﾓcbﾃcふs"ﾃsB 

姫路市大塩町 3 迭ﾃ 澱ﾃ 唐 

姫路市的形町的形海水浴場東 3 ﾓ 釘ﾃ 途 

姫路市白浜町白浜海水浴場東 3 湯ﾃ#   

揖保郡御津町相 3 sB簽 sb 

揖保郡御津町沖の唐荷島 3# b簽# B 

相生市野瀬 3 s  

赤穂市唐船 3 cH ﾂﾓ cb 

赤穂市御崎大塚海岸 3 c津 s ﾃ sr 

赤穂市藤原新田吹上浜 3 c ﾃ c"ﾃ c2 

城崎郡城崎町気比海水浴場 3  蔦   ﾃ C ﾓ C

城崎郡竹野町青井浜 3    ﾂﾓ  r 

城崎郡竹野町小浦 3  ふ #" 

城崎郡竹野町切浜 3 #2ﾓ #R 

城崎郡香住町浜安木 3 #bﾓ 3 ﾃ 3

城崎郡香住町七日市浜 3 3"ﾓ 3R 

美方郡浜坂町浜坂海水浴場 3sbﾓ  づ C蔦 Sb 

美方郡浜坂町居組 3 3b簽 3

津名郡淡路町松帆の浦 蕪c2ﾓcbﾅ%3 ﾓ

津名郡北淡町富島 3S蔦c  

津名郡北淡町江崎 3#停ﾓ3B 

津名郡一宮町江井崎 3#8 ﾂﾓ#

津名郡一宮町明神崎 3# ﾓ#" 

津名郡津名町塩屋 3椿ﾆﾂ 

津名郡五色町都志五斗崎 3 

洲本市安平町平安浦 3 "ﾃ 2 

洲本市由良町成ケ島 3 Bﾓ づ #で# ﾃ #"ﾃ #

三原郡西淡町慶野松原 3S( ﾂﾓS

三原郡南淡町門崎 33bﾓC" 

三原郡南淡町福良州崎 売ｳcBﾓc

三原郡南淡町阿万吹上浜 3C2ﾓS ﾅsbﾃ sr 

三原郡南淡町沼島 蕪 コ簽  



砂丘植物群落総合常在度表

※　以下出現回数の少ない60種については紙面の都合で省略
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組成からコウボウムギ群集群(大場,宮脇1973)に属す
ものと思われる｡コウボウシバの出現するコウボウシバ
下位単位,ギョウギシバの出現するギョウギシバ下位単
位,オニシバの出現するオニシバ下位単位に区分された｡
コウボウシバ下位単位は神戸市須磨海水浴場西,加古

川河口,姫路市大塩,的形,城崎町気比,浜坂町浜坂,
居組に,ギョウギシバ下位単位は竹野町小浦,城崎町気
比,浜坂町浜軌こオニシバ下位単位は浜坂海水浴場に成
立していた｡

コウポウムギ群落(須磨)

B.ハマゴウ群落
この群落はハマゴウが優占レ､マゴウ,ハマネナシカ

ズラ,ハマボウフウを識別種とする群落であり,ハマヒ
ルガオ,コウボウムギ,コウボウシバ,ケカモノハシ,

オニシバ,ハマエンドウなどが混生している｡高さは0.1
-0.7m,植被率は70-100%,平均種数は6種である｡

ウンランの出現するウンラン下位単位, -マグルマの出
現する-マグルマ下位単位,テリハノイバラの出現する
テリ-ノイバラ下位単位,ハマニガナの出現するハマニ
ガナ下位単位,タイトゴメの出現するタイトゴメ下位単
位,前記のいずれの種も出現しない典型下位単位に区分
された｡ウンラン下位単位はウンラン--マゴウ群集
(大場,宮脇ら1973)に,ハマグルマ下位単位は他の下
位単位に比べコウボウムギの出現率が高いので-マグル
マ-コウボウムギ群集(大場,宮脇1973)に属すもの
と思われる｡また,タイトゴメ下位単位はチガヤは出現
していないがチガヤー-マゴウ群集(大場,宮脇1973)
に属すものと思われる｡
ウンラン下位単位は浜坂町浜坂海水浴場,西淡町慶野

松原に,ハマグルマ下位単位は南淡町阿万吹上浜に,チ

リ-ノイバラ下位単位は北淡町江崎,洲本市由良町成ケ
島,姫路市大塩町竹野町青井浜,赤穂市大塚に, -マ
ニガナ下位単位は浜坂町浜坂海水浴場,加古川河口に,
タイトゴメ下位単位は香住町七日市浜,浜坂町居組,戻
坂に,典型下位単位は最も広く分布していて加古川河口,
姫路市的形,白浜,赤穂市吹上浜,竹野町切浜,浜坂町
浜坂,香住町浜安木,七日市浜,洲本市由良町成ケ島,
西淡町慶野松原に成立していた｡

ハルグルマ下位単位(吹上浜)

ウンラン(浜坂)

C.オカヒジキ群落
この群落はオカヒジキと-マヒルガオが優占しオカヒ
ジ与を識別種とする群落で,これにヨモギ,ツルナ,ミ
チヤナギなどが混生している｡高さは0.1-0.2m,植被

率は40-95%,平均種数は4種であり,海岸砂浜の波打
ち際の波のしぶきがかかり富栄養なところに成立してい
る｡その組成から-マヒルガオーオカヒジキ群集(大場,
宮脇1973)に属すものと思われる｡
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城崎町気比,香住町七日市浜,竹野町青井浜,赤穂市
唐船,加古川河口に成立していた｡

D.スナビ牛ソウーハマニンニク群落
この群落はスナビキソウが優占しこれを識別種とする

群落でハマヒルガオ,ギョウギシバ,ツルナなども出現
する｡この群落はスナビキソウー-マニンニク群集(大
場･宮脇ら1973)に属するものと思われる｡ハマニンニ
クの有無によってスナビキソウ下位単位と-マニンニク
下位単位に区分された｡高さはスナビキソウ下位単位で
は0.2-0.5m,ハマニンニク下位単位では0.7-0.8m,

植被率は60-95%,平均種数は5種である｡ -マニンニ
ク下位単位はスナビキソウ--マニンニク群集(大場,
宮脇1973)に属すものと思われる｡
スナビヰソウ下位単位は淡路町江崎,北淡町松帆の浦,

城崎町気比,竹野町小浦,青井浜に,-マニンニク下位単
位は浜坂町浜坂海水浴場,竹野町小浦,青井浜に成立し
ていた｡浜坂のものは以前よりはずっと荒らされている｡

スナビキソウ下位単位(江崎)

ハマニンニク下位単位(浜坂)

E.ハマビシ群落
この群落はハマビシが優占しこれを識別種とする群落

で,これにアオビユ,メヒシバ,ギョウギシバ,ハマヒ

ルガオなどが伴っている｡高さは0.1m,植被率は60と

95%,平均種数は6種である｡北淡町富島に成立してい
た｡自生地が残っているのはここだけである｡

F.ハマポウ群落
この群落は低木層に-マボウが優占しこれを識別種と

する群落で,これにトベラ,テリハノイバラ,スイカズ

ラ,マサ手などが伴う｡ -マボウ群集(中西1980)に属

するものと思われる｡低木層の高さは4m,植被率は平
均85%,平均種数は11種である｡
洲本市由良町成ケ島にかなりの面積で成立していた｡

県内では赤穂市坂越町生島にもあるが資料は採っていな
い｡

ハマビン(書島)

G.ハマナス群落
この群落はハマナスを識別種とする群落で,これに-

マゴウ,ヨモギ,ナミキソウ,オオブタクサなどが混生

している｡高さは平均0.8m,植被率は95-loo拓,平均

種数は10種である｡県内では唯一,香住町浜安木に僅か
に成立していたがこのままでは雑草に押されて無くなる
恐れがある｡

ハマナス(浜安木)
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H.ハマオモト群落
この群落はハマオモトとクズが優占し,これにハスノ

ハカズラ,ヨモギなどが混生している群落で,高さは1.3

m,植被率は70-90%,平均種数は6種である｡県内で
は唯一,南淡町沼島の古水浜に成立していた｡

ハマオモト(沼島)

l.ハマエンドウ群落

この群落はハマエンドウを識別種とし, -マヒルガオ
の優占する群落で海岸砂浜の奥の最も有機物が堆積して
いる防潮堤の前や小さなくぼ地などに成立している｡ -
マダイコンの出現する-マダイコン下位単位,アイアシ
の出現するアイアシ下位単位,チガヤの出現するチガヤ
下位単位,前記の各種が出現しない典型下位単位に区分
された｡高さは-マエンドウ下位単位では平均0.2m
アイアシ下位単位では1.8m,植被率は60-100%,平均

種数は4種である｡ -マダイコン下位単位は-マダイコ
ン群集(宮脇1982)に属すものと思われる｡
ハマダイコン下位単位は淡路町松帆の浦,津名町塩邑

御津町相などに,アイアシ下位単位は南淡町福良州崎に,
チガヤ下位単位は加古川河口に,典型下位単位は赤穂市
野瀬,御崎,相生市,唐船,洲本市安乎町平安浦などに
成立していた｡

｣.ギョウギシバーハマ二ガナ群落
この群落はギョウギシバ,ハマニガナが優占し,これ

にハマヒルガオ,メヒシバ,ハマスゲなどが混生しおり,

人の踏圧を強く受けているところに見られた｡高さは0.1
-0.2m,植被率は60-80%,平均種数は4種である｡

本来-マニガナとハマヒルガオが生育していたところへ
踏みつけに強いギョウギシバが侵入してきたのであろう｡
浜坂町浜坂,居組,竹野町切浜,城崎町気比,赤穂市
吹上浜に成立していた｡何れも海水浴客などが訪れると
ころである｡
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K.タイトゴメーハマハタザオ群落
この群落は浜坂町浜坂海水浴場のクロマツ林の中に成

立していた群落でタイトゴメ,ハマハタザオが優占しこ
れにツメクサ,スズメノヤリ,スズメノカタビラなどの

雑草が混生している群落で人の影響を強く受けている群
落である｡高さは0.2-0.3m,植被率は80%,平均種数
は5種である｡

し.ハマポッスーハマナデシコ群落
この群落はいずれも海岸崖状地か不安定な急傾斜地に

成立しており, -マポッス,ハマナデシコ,ハマゼリを

識別種とする群落で,テリハノイバラ,ツワブキ,クサ
スギカズラなどを伴う｡高さは0.2-1m,植被率は60
-100%,平均種数は7種である｡アゼトウナ,ハマエ

ノコロ,ハマナタマメ,オニヤプソテツの出現するアゼ

トウナ下位単位,タイトゴメの出現するタイトゴメ下位
単位,ヒゲスゲの出現するヒゲスゲ下位単位,ボタンボ
ウフウの出現するボタンボウフウ下位単位, -マウドの

出現する-マウド下位単位,前記の各種の出現しない典
型下位単位に区分された｡アゼトウナ下位単位はアゼト
ウナ--マナデシコ群集(中西1980)に属するものと

思われる｡
アゼトウナ下位単位は南淡町沼島,福良門崎に,タイ
トゴメ群落は一宮町江崎,江井崎,御津町室津などに,
ヒゲスゲ下位単位とボタンボウフウ下位単位は御津町沖
の唐荷島に,ハマウド下位単位は一宮町江井崎,竹野町
青井浜に,典型下位単位は一宮町江井崎,五色町都志五
斗崎にそれぞれ成立していた｡

ハマナデシコ群落(沖の唐荷島)



ハマポッスーハマナデシコ群落組成表

網査区N o.

網査年月日

S　#(m)

偵斜方位

博斜角度(' )

粥査面積(mxm)

第一革本場　群汚高tm)

全積載車(%)

弔二草本廿　群蒲高くm)

全格被寧(%)

特　赦

NNSy　9N卜006tNSt1　9N卜0060NSt1　9NLOO68CStI.CN∞006卜CSti eN8006N†Stl MN8006TT,Stl CNeOO60tS2Z CNeO066CStl CN8006LgIA　918006900TA　9T00006 SNSだt･=StJ
80NSだ卜ONSti90NSZIt,TNStlCINStINTNStlTINSt160NStl卜ttSt[

tNSt167StIgNStleNSt19CSZ]gNStlトNSt[

9N90寸69NLOO69N卜0069N卜006CNeOO69N卜0069N卜0069Nト0069N卜0069N90寸69N90†69N907･69N90t･69N90t,69N90寸69N907･69N90†60N90T6

l n COくクモDくptDのd〇CO I F I I t　卜OくD
N

:王:i:∫ :} :事　3F :I:事　　　　　　LJl :i:i LL) LJJ LL) LL) LLJ LLJ　　　　　　　　}　　　　　:1

くつ⊂)⊂) U⊃　⊂)⊂) ⊂) ⊂)　　　　　　O O O⊂) O⊂) ⊂)くつくつ　　　　　　　　　el　　　　　　⊂)

N.寸lL) lD LO LL) LL)tL)　　　　　　LO　ト　CO　卜　ト　ト　qD tD UD CO　　　　　　　く0

7.7. 7. 7. 7_　7. I. 7.　　　　　　7_　7. :と　7_. Z　7. Ul tJ) ∽　　　　　　　　　7.　　　　　　V7

1r〉⊂〉くつ　くつ　LO LL)O N I l I '一LD⊂)Cl Oく=)tL? ⊂〉O 1 T l l O I l　⊂)⊂)
llLO 0 LO　の　M rつ　n LE?く○　す　くp (D　く♪　ぐつ　ぐつくつ　　　　　　　　　rl　　　　　寸　n

×　×　×　×　×　×　×　×　×　X X　×　×　×　×　×　×　×　×　×　×　×　×　×　×　×　×　X X
一一イ　ー1 ▼■ I.l N n N　-■　▼■　OJ N '･■　-■ '一　▼･■ '･イ'･■　- '-イ　の　n N　の　-■　N N '･■　r■

nぐつ　ぐつ　N Nく1)卜　O N N　~ナtL) Loll) Eq　くロ　ト　Lr) rl　▼丁　く) <⊃　くつ　LE7　-1の　卜　くDln

くつ⊂〉⊂〉(:>くつ⊂〉⊂〉⊂〉く:⊃　⊂〉　く>⊂〉⊂)⊂)O O O O⊂〉Oーイ'･■-イ'｣く〉O O Oくつ

⊂〉(=)LE?くつ⊂) ⊂〉　LE) LL) ⊂) O LO O tn⊂〉 Oくつくつくつ　⊂〉○⊂〉 O　⊂)くつO LL) Ln LE)tL)
(.DくJD Ol　ト　ト　⊂〉Cnの卜　⊂〉O)(ロ　トO卜ln '<⊂〉　CO CO⊂〉O C〉⊂〉　トの01く:0 CO

一　　　　　　　　　　一･1　　　　　　　　　　●･一1　　　　　　　　　I,.1　　　　　　ー　▼･･■　十.･■　-

n lr

d O

⊂〉⊂I

OI O
■･･-1

tDくロ　トlL30)01 ⊂〉cvつく8 10　トくp tpくDl■一　g)卜　q) †　■すくか　Cr)ト　ト　†　ト　ト　⊂〉lh
I｣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■･･→

ハマポッス-ハマナデシコ群薄誠別7g
2 ･ 1 3 1 1 ◆ ･  ･ 2 1 ◆　+　2　■　+　3 1 32 I 1 ･ I 2 1 1 3

i 1 1 I 2 ･ + 1 3 I 3 ･ J I 2 1 I I I 33　2　3　2　22 1 3　3

I 2　3　3 1 ･ ･ 1 2　2 1 ･　　　　　･ ･ ･ ･ ･ ･ 33 ･ 1 ･

十　十　+ ･ 1

◆

5 1

3　　　　1 2　2　3

1　2　　十　十　　　十1

2

十　　　　十　3　2

1　　+　2

◆ ･ ･ ･ ～ ･ ･ ～ 1 I ･ I

1 1

+　4　　　　　　　　　　　　　2

十

十　　　十

3　･3　･　▲i

ボタンポウフウ下位単位区分種

1回出槻態
へクソカズラ(RS210 ,+)シバtRS23.5)クズ(RS26.+)ハマアカサ(RS23,日トキワススキ(RS28,37
ハマエンドウ(RS20,3)ツユクサ(RS25.+)スギナ(RS24 I)ツルポ(RS207,I)ミチヤナギtRS22･+)
マIL,/†シャリンバイ､マサキ(RS37.2)クロマツ､カタバミ(RS213,+)カマモジグサ､ヨモギ(RS19,り
オこヤアマオ､ハマヒルガオ､ノフドゥ､ヒメムカシヨモギ､ハマツメクサ､ミヤコグサ､イヌムギ､
ムラサキツメクサ(RS117,+)
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ヒゲスゲ(沖の唐荷島)

4.おわりに
(1)今回,得られた資料を基にして海岸砂浜,海岸崖
状地の群落区分を試みた所,海岸砂浜の群落では11群落
15下位単位に,崖状地の群落では1群落6下位単位に区
分された｡各群落について植物社会学的な位置づけを試
みたが資料の偏りと不足などによりうまくいかなかった
ので今回は位置づけはしなかったが,県下の海岸植生は
一応っかめたと思う｡

(2)調査しながら感じたことは,どの海水浴場でも海
水浴客と車により植物群落が踏み荒され衰退しているこ
とで,城崎町気比の海水浴場では柵を張り保護を呼びか
けていたが地元自治体でもっと保護に尽力してもらいた
いものである｡

(3)公共事業の埋め立てなどでどうしても濃さざるを
得ないときには邪道であるが群落の移植による再生を計っ
てはどうだろうか.瀬戸内側でただ-カ所残っていた加
古川河口の-マニガナ群落は港湾事業で消滅したが,県
加古川土木事務所の手で県立高砂海浜公園に移植され再
生しつつある｡

(4 )紙面の都合で各群落の組成表を載せることが出来
なかったが是非ご希望の方は申し出下さい｡お届けしま
す｡
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